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序

本書は、島根県教育委員会が国の補助を受けて、昭和 57年度に

実施した出雲地方の製鉄遺跡分布調査の成果報告書です。

出雲地方は、古来中国山地の砂鉄を原料とした「領吹き」による

製鉄が盛んで、優秀な玉鋼を生産して、特に刀工に高い評価を得て

いたが、明治になると安い洋鉄などに押されて衰微し、廃絶 してし

まいました。 しかし、現在、飯石郡吉田村に重要文化財の菅谷飯が      ,

残っており、また仁多郡横田町では靖国鋭の跡をつかって全国唯一

個所日刀保領が復興 し古来のままの方法で操業 して玉鋼を全国の刀

工に供給しています。

このように出雲地方は領製鉄では由緒ある土地ですが、折跡の実

態についてはあまり明らかにされていないし、土地開発などに際し

破壊されることも多い現実です。

そこで私たちは飯遺跡の保護については、第一にその所在を明ら

かにすることが必要だと考え、この分布図を作成したわけです。

何分短期間の調査でありまだ未登載の遺跡も多かろうと思います

が、これがもとになりさらに補充・整備されて、鋲遺跡の保護の基      :
礎資料になればと願 っています。

なおこの分布図作成にあたって、調査にご協力いただきました関

係諸方面の諸氏に対して厚 く御礼申し上げます。

昭和 58年 3月

島根県教育委員会教育長  水 津 卓 夫
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例

1.本書は昭和 57年度国庫補助を得て島根県教育委員

会が実施 した生産遺跡分布調査 (出雲部製鉄遺跡)の
報告書 (遺跡分布図)である。

2.調査は以下のような組織で島根県教育委員会が実施

した。

助言・指導

住田  勇 (日立金属和鋼記念館)

調査員

渡辺 貞幸 (島根大学法文学部助教働

蓮岡 法障 (島根県文化財保護指導員 )

田部 清蔵 (     〃     )
杉原 清― (     〃     )
高橋 一郎 (     〃     )
田中 迪亮 (佐田町文化財調査員)

岩田 広敏 (頓原町文化財調査動

藤間  亨 (島根県教育庁文化課主査)

勝部  昭 (    〃   埋蔵文化財第一係

長)

卜部 吉博 (
″   主事)

西尾 克己 (    〃     )
田根裕美子 (    〃   嘱詢

3.現地調査は昭和57年 7月 10日 から昭和 58年 3月

まで実施したが、今回分布調査で明らかにした遺跡は

313個所である。実際はこの数倍の遺跡が存在する

ものと考えられる。機会を得て増補していきたい。

で
°

口

4.本書に登載した製鉄遺跡は、主に飯跡と大銀冶跡で

ある。

5.遺跡番号は、市町村毎に通し番号を付した。市町村

の記号は、A安来市、B八束郡玉湯町、C八束郡宍道

町、D出雲市、E能義郡広瀬町、F能義郡伯太町、G
仁多郡仁多町、H仁多郡横田町、 I大原郡大東町、 J

大原郡木次町、K飯石郡三刀屋町、 L飯石郡吉田村、

M飯石郡掛合町、N飯石郡頓原町、O飯石郡赤来町、

P簸川郡佐田町、Q簸川郡多伎町とした。

6.本書に利用した地図は国土地理院発行の 5万分の 1

地形図を利用し7万分の 1に縮小した。文化庁発行の

『全国遺跡地図島根県』と対照して利用できるように

同縮尺とし、体裁も合わせた。

7.家島家文書の目録作成は、島根大学学生、山脇幸人

をはじめ遠藤浩己、永島栄子、高島日出男、森 陶子、

吉田 均、宇塚裕子の諸氏が行なった。文書目録作成

の間、県立図書館には大変お世話になった。記して感

謝する。

8.「 くにびき国体」開催の年という忙しい中、あるい

は猛暑、極寒の折、踏査に協力していただいた各教育

委員会、並びに関係各位に敬意を表するとともに、厚

く御ネL申 し上げる。

9 本書の編集は主に 卜部吉博が行ない、勝部 昭が輔

けた。そして、原稿の浄書から図葉の浄写、一覧表整

理等は田根裕美子が担当した。

|
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出雲部製鉄遺跡分布図
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市 町 村 名 番 号

出 雲 部 製 鉄

名

遺 跡 所 在 地 一 覧 表

称   1   所

Ａ

　

Ａ

細井飯谷飯

ウガフキ領

砂子谷飯

いもの廻鋲

有の木鋲

玉造飯谷領

高あぜ谷飯

カナクソ谷飯

菅原金屋子領

大 野 鋲

カナクソ谷頷

神 谷 飯

見田原鋲

上大月飯

上大月蝦冶屋

大 月 領

市 森 銹

沖 谷 領

中曽根鋲

樋の廻餌

市 原 領

木呂谷折

芝 原 飯

滝下の下領

滝下の上鋲

夫婦松成鋲

本郷領原飯

新田後谷領

杉 谷 折

横  飯

上回領床飯

上回蝦冶屋床蝦冶屋

沢 田 鋲

黒井田町細井 餌谷

門生町 ウガフキ

林村 別所

大谷 いもの廻

林村 別所

玉造 飯谷

玉造 高あぜ谷

布志名 カナクソ谷

上来待 菅原

西来待 大野

上来待 小林 カナクソ谷

芦渡町保知石

乙立町見田原

所原町上大月 かがら

所原町上大月

所原町大月

稗原町市森

稗原町仏谷 沖谷

布部 中曽根

布部 樋ノ廻

西比田 市原

東比田 永田

梶福富 芝原

宇波 滝下

宇波 滝下

東比田 永田

奥田原 本郷 領原

奥田原 新田 後谷

奥田原 杉谷

西谷 上国

西谷 上回

西谷 上回

西谷 東部
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市 町 村 名 番 号 地図番号

E  16
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今 田 鋲

小屋ノ谷蝦冶屋

下小竹領原飯

焼  飯
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蝦冶屋床飯

坂垣宅前領

飯ケ峰折

荒神田領

殿畑蝦冶屋

後 田 餌

矢原榎床領

落合床飯

堂廻り I領

〃 Ⅱ領

与平林飯

中 倉 飯
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大郷飯田領

大郷槙床領
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下小竹 新田谷 小屋ノ谷

下′よヽ竹 新田谷 飯原

下小竹 新田谷 焼領

下小竹 久の谷 久の谷尻向

草野 草野 蝦冶屋床

草野 水木原

須山福富 須山 領ケ峰

高江寸次 高江 荒神田
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上十年畑 才ケ原 原田滝田
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６

　

　

７

28

29

30

31

32

33

34



市 町 村 名 番 号 地図番号

F 35

F 36

F 37

F  38

F 39

F  40

F  41

F 42

F 43

F 44

荒神バタ鋲

上 り熔銹

座 王 鋲

深 坪 鋲

久之谷領谷飯

大郷榎床領

棚 見 飯

原田奥飯原

坂原頷原

蝦治屋床蝦冶屋

内谷 I飯

″ Ⅱ飯

金 原 飯

阿井谷飯

八代谷Ⅱ飯

〃 I飯

金子松鋲

カネツキ免

水越領廻鋲

水 越 I

金 倉 領

庄 田 領

佐白。原領

鹿谷 I領

〃 Ⅱ飯

上阿井槙原飯

大 吉 飯

宇 根 飯

野 土 折

万 歳 飯

竹崎高領

双子谷領

亀 石 飯

原  領

山郡 I銹

草野 車野 荒神畑

草野 草野 上り浴

須山 福富 福富 深坪

下小竹 久之谷 飯谷

峠之内 大谷 榎床

峠之内 大谷 棚見

上十年畑 才ケ原 原田奥

上十年畑 坂原 入回

草野 草野 蝦冶屋床

上阿井 内谷

上阿井 内谷

八代 八代東部

上阿井 内谷

上阿井 福原下 水越

上阿井 福原下 水越

八代 八代西部

郡村 郡

上阿井 福原下 水越

上阿井 福原下

下阿井 奥湯谷上

八代 八代東部

佐白 佐白町

亀嵩 鹿谷

亀嵩 鹿谷

上阿井 槙原

河内 大吉

三成 宇根

高尾 下高尾

竹崎 万歳

竹崎 日向側

竹崎 船通山

竹崎 船通山

竹崎 追谷

竹崎 山郡

仁多郡仁多町 １

２

３

４

５

６

７

８

９

‐０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

仁多郡横田町



市 町 村 名 番 号

７

　
　
８

Ｈ

　

Ｈ

山郡Ⅱ領

〃 Ⅲ鋲

船通山領

山根側飯

靖 国 飯

谷  領

焼  鋭

柴田尻 I領

〃 Ⅱ領

かなや迫飯

滝ノ尾飯

下竜ノ駒折

上竜ノ駒飯

七 石 飯

小八川領原領

大谷槙原飯

杭木三又路領

杭 木 飯

杭木領床領

鉄 穴 領

雨川餌床飯

陰 地 領

陰地北領

領垣内飯

大之木領

袋 尻 飯

大 原 領

大 成 頻

井 伏 飯

小 峠 飯

五 旗 飯

小 森 領

矢 入 領

木屋谷蝦冶屋

下蝦冶屋

奥蝦冶屋

竹崎 山郡

竹崎 山郡

竹崎 船通山

竹崎 山根側

大呂 山県

大呂 山県

大呂 山県

大呂 山県

大昌 山県

中村 蔵屋

下横田 川西

大呂 福頼 竜ノ駒

大呂 福頼 竜ノ駒

八川 仲仙道

ノ＼サII  /1ヽプ(サ II

大谷 大谷 本郷

大谷 杭木

大谷 杭木

大谷 杭木

大谷 雨川

大谷 雨川

大谷 雨川

大谷 雨川

大谷 雨ナII

大谷 雨川

大馬木 袋尻

大馬木 大原

大馬木 堅田

大馬木 野伏 井伏

大馬木 小峠

大馬木 大峠

小馬木 小森

小馬木 矢入

小馬木 木屋谷

小馬木 折渡

小馬木 折渡

H 9

H 10

H ll

H 12

H 13

H 14

H 15

H 16

H 17

H18

H 19

H  20

H 21

H  22

H  23

H  24

H  25

H  26

H  27

H  28

H  29

H  30

H 31

H  32

H  33

H  34

H  35

H  36

H  37

H  38

■  39

H  40

H 41

H  42



市 町 村 名 番 号

大原郡大東町 井 谷 領

篠 淵 飯

長谷大マキ野領群

寺領鍛冶屋原蝦冶屋

木の廻領

下布施滝の上飯

平田飯原領

金 屎 領

領 谷 餌

金屋子領

金井谷飯

こつて鉄折

堂 々 飯

鳥 越 領

奥山単領

真砂谷鋲

金 蔵 鋲

粟 谷 飯

後の谷飯

長戸呂額谷領

道の下折

しょうお蛹涌

神 庭 飯

桧杉谷領

中野杉谷野領群

粟谷金井子鋲

城木谷餌

樋ノ谷飯

森 谷 領

小 原 領

六重大蝦冶屋

飯 畑 領

大 日 鋲

菅谷雨谷飯

下久野 上組 餌

篠淵 笹谷

上久野 長谷

寺領 蝦冶屋原

東日登 東大谷 木の廻

平田 下布施

平田 飯原

古城 前谷

古城 大谷

乙加宮 粟谷

乙加宮 下乙多田

乙加宮 上乙多田

中野 堂々 山の神

六重 六重上 鳥越

六重 六重上 奥山

六重 六重上 奥山 真砂谷

六重 六重上 金蔵

六重 六重中 粟谷

上熊谷 上の段 後の谷

多久和 長戸呂領谷

多久和 下日 道の下

神代 しょうぶ

神代 神庭

坂本 桧杉谷 鋲

中野 東下谷 杉谷

粟谷 金井子

粟谷 城木谷

多久和 樋ノ谷

多久和 市場 森谷

多久和 上回 小原

六重 六重下

乙加宮 粟原

多久和 大蔵

吉田村 菅谷 雨谷

1 1

1   2

1   3

地図番号

5

5

5

大原郡木次町

飯石郡三刀屋町

」

J

J

J

1

2

3

4

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

６

　

　

６

　

　

６

飯石郡吉田村



市 町 村 名 地図番号

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

80

31

32

33

34

35

粟目飯山領

大谷古領

―の渡り領

民谷焼領

カンバケ谷鋲

鋲小原領

奥 原 飯

奥原本谷領

三谷奥飯

杉 戸 鋲

奥志谷  I飯

″  Ⅱ領

タカ巣飯

志 谷 領

狼原古領

家敷原野領群

鷹ノ巣野飯群

金穴ケ谷飯原飯

杉 谷 飯

杉谷鍛冶屋

芦谷蝦冶屋

木地山飯

鳥ノ巣領

本 谷 飯

本谷堂の脇飯

大志戸領

菅 谷 領

粟 原 餌

町銀冶屋

杉戸飯谷鋲

オコナデ領

山の神谷鋲

牛 谷 餌

矢の谷野鋲群

中 谷 鋲

奥垣地飯

吉田町 粟目 飯山

民谷 宇山 大谷

民谷 宇山 大谷

民谷 民谷 焼鋲

民谷 民谷 カンバケ谷

民谷 民谷 鋲小原

深野 奥原

深野 奥原

深野 三谷 奥飯

吉田村 杉戸

吉田村 川尻 奥志谷

吉田村 川尻 奥志谷

吉田村 杉戸 タカ巣

吉田村 川尻 志谷

吉田村 杉戸 狼原

吉田村 杉戸 坂ノ谷 家敷原

曽木 上山 今山 鷹ノ巣

曽木 矢入 金穴ケ谷領原

曽木 矢入 杉谷

曽木 矢入 杉谷

曽木 矢入 芦谷

曽木 矢入 木地山

吉田村 杉戸 鳥ノ巣谷

吉田村 菅谷 本谷

吉田村 菅谷 本谷

吉田村 菅谷 大志戸

吉田村 菅谷

吉田村 川尻 粟原

吉田町

吉田村 杉戸 飯谷

吉田村 杉戸 オコナデ谷

吉田村 菅谷 後谷 山の神谷

吉田村 杉戸 牛谷

吉田村 菅谷 矢の谷

松笠 菅原 中谷領

松笠 大谷 奥

M l

M 2

飯石郡掛合町



市 町 村 名

飯石郡頓原町

滝谷金クソ鋲

井原谷頒

川 上 飯

福田奥領

福 田 飯

柄 粟 銹

堂ケ谷銹

菅野金クソ谷領

菅野奥田折

竹の下領

下蝦冶屋

上多根金原飯

菅野銀冶屋

下多根新屋敷折

滝谷蝦冶屋

穴見下桧谷領

原蝦冶屋領

穴見炉原

鋲家ノ空領

竹の屋飯

宇山田ノ迫領

三郎谷鋲

井地原蝦冶屋

井地原鋲

市原鍛冶屋

市 原 鋲

松の前頒

位 出 飯

門 坂 飯

柿の下蝦冶屋床蝦冶屋

獅子鉄蔵領

獅子鉄蔵奥飯

森行鍛冶屋

竹 谷 領

獅子古餌

殿渕山毛宅前餌

滝谷 金クソ

井原谷 飯床

川上

福田

福田 上ノ切

柄粟

柄粟 領床

萱野 金クソ谷

萱野 奥田

萱野 竹の下

上多根 下銀冶屋

上多根 金原

萱野 鍛冶屋

下多根

滝谷 鋸冶屋

左谷

左谷 原銀治屋

左谷 鋲原

右谷 領家空

竹之尾

３

　

　

４

　

　

５

Ｍ
　
Ｍ
　
Ｍ

笠

合

合

多

多

多

多

根

根

根

根

根

根

根

笠

見

見

見

見

間

松

掛

掛

波

波

波

波

多

多

多

多

多

多

多

松

穴

穴

穴

穴

入

6

6

9

9

10

10

10

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

7

6

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

10

10

10

10

10

10

10

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

頓原村 宇山 田ノ迫

頓原村 宇山 二郎谷

頓原村 宇山 井地原

頓原村 宇山 井地原

都加賀 後市原

都加賀 後神田

頓原村 奥畑 領床

頓原村 奥畑 位出谷

頓原村 奥畑 門坂

獅子 柿の下 蝦冶屋床

獅子 鉄蔵

獅子 鉄蔵

獅子 森行鍛冶屋

獅子 竹谷

獅子 古領

角井 殿渕



市 町 村 名 番 号 地図番号

N 17

N 18

N 19

殿渕カナクソ畑鋲

カヤイゴ鋲

都加賀飯原領

上赤名領谷鋲

金井谷飯

畑田蝦冶屋原鍛冶屋

足立鍛冶屋

立石 I飯

〃 Ⅱ領

立 石 折

甚太原飯

下悪谷飯

和恵鍛冶屋

明眼寺谷飯

丸 山 領

栃ノ木飯

才 谷 領

士落谷飯

山 中 飯

田 代 飯

三代飯谷飯

白 滝 領

大 山 飯

藤 谷 鋲

古  頒

吉 原 鋲

客ノ木領

打 尾 領

小草井領

北原蝦冶屋

梅木谷尻炉

菅 沢 飯

堂の本領

新田原飯

郷 城 鋲

角井 殿渕 金クソ畑

都加賀 カヤイゴ

都加賀 飯原

上赤名 鋲谷

下赤名 金井谷

畑田 鍛治屋原

井戸谷 程原 足立井戸谷

小田 立石谷

小田 立石谷

小田 立石谷

小田 和恵 甚太原

小田 和恵 下悪谷

小田 和恵 和恵谷

小田 和恵 明眼寺谷

下来島 丸山

井戸谷 栃ノ木

小田 和恵 才谷

反辺 士落谷

宮内 山中

原田 三代

原田 三代 飯谷

原田 小林 領床

大呂 大山

大呂 大山 藤谷

吉野 下飯

吉野 古飯

吉野 客ノ木

大呂 上組 打尾谷

吉野 小草井

吉野 北原

吉野 梅木谷 飯床

吉野 菅沢

吉野 堂の本

吉野 新田原

朝原 名梅

１０

　

９

　

９

‐２

‐２

‐２

‐２

■

９

９

９

９

９

９

‐０

‐２

９

７

　

　

６

　

　

６

　

　

６

　

　

７

　

　

７

　

　

７

　

　

７

　

　

７

　

　

７

　

　

７

　

　

７

　

　

７

　

　

７

　

　

７

　

　

７

　

　

７

　

　

６

飯石郡赤来町

簸川郡佐田町

１

２

３

４

５

６

７

８

９

‐ ０

‐１

‐ ２

‐ ３

‐ ４

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

　
　
１

　
　
２

　
　
３

　
　
４

　
　

５

　

６

　
　
７

　
　
８

１

　
　
２

　
　
３

　
　
４

　
　
５

　
　
６

　
　
７

　
　
８

　
　
９

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ



市 町 村 名 番 号

簸川郡多伎町

P  19

P 20

P  21

P 22

P 23

P 24

P 25

P 26

P 27

P  28

P 29

P 30

P  31

P 32

P 33

P 34

P 35

P 36

P  37

P  38

P  39

P  40

P  41

Q l

Q   2

Q   3

Q 4

Q   5

Q   6

Q   7

Q 8

Q   9

名 梅 頒

江月谷鍛冶屋

石 堂 銹

東山中折

トチ畑蝦冶屋

田 平 領

草木谷領

柳 瀬 鋲

加賀谷飯

日 平 折

五 谷 領

呑 水 領

槙 原 領

餌屋敷領

受 地 領

朝 日 飯

田 床 飯

木下蝦冶屋

檀 原 領

保井谷飯

梅ノ木谷領

打尾蝦冶屋

水 谷 飯

越 堂 領

草井谷蝦冶屋

掛 樋 領

宮本蝦冶屋

道ケ崎飯

堂のそね領

西明原飯

西明原の前飯

屋敷谷飯

朝原 名梅

朝原 江月谷

朝原 郷

大呂 東山中

大呂 上組 羽西谷

大呂 上組 川上 出店

東村 草木谷 飯谷

上橋波 門曲 柳瀬谷

一窪田 加賀谷 金蔵

佐津目 中佐津目

一窪田 五谷 飯峠

反辺 呑水

反辺 槙原

八幡原 川北上 飯屋敷

東村 受地 銹床

高津屋 朝日

高津屋 田床

上橋波 本下鍛冶

上橋波 檀原

上橋波 保井谷

吉野 梅木谷

大呂 上組 向打尾

吉野 水谷

口田儀 越堂

口田儀 中郷 草井谷

奥田儀 宮本 屋敷谷 掛樋

奥田儀 宮本

小田 道ケ崎 金床

小田 西明

小田 西明

小田 西明

奥田儀 屋敷谷



主

号 |

関 係

西 歴 (年号)

広瀬藩領家嶋家文書 目録 (部 分 )

月  日 表  題 (文書名)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

1752(宝 暦 2)

1759(宝暦 9)

1760(宝暦 10)

1763(宝暦13)

1775(安 永 4)

1775(安永 4)

1835(ヌ謝呆6ヵ )

1842(天保13)

1851(嘉永 4)

1873(明治 6)

年未詳   子

〃        写H

〃    寅

〃
        JΠ

″   辰

″
        申

″     申

12 月

3  月

3  月

12 月

3  月

8月 23日

12 月

2  月

1 月

2   月

10月 23日

3  月

2月 21日

8 月

8 月

1 月

1 月

6月 11日

6 月

6  月

6 月

8 月

9月 27日

9  月

10 月

12月 25日

月

　

月

覚 (御趣向米、銀之覚)

覚 (義田之覚)

覚

御物成取替借銀之覚

覚

鑢被為遊御上候節手拍

覚

取扱申内済之事

御成始末井書状控

乍恐奉伺回演

覚

覚

覚

覚

覚

覚

覚

覚

覚

覚

覚

覚

覚

覚

覚

覚

覚

覚

御趣向米、銀の貸付について

義田 150石を家嶋俸吉に許す

家嶋俸吉、金 140両を上納する

家嶋氏からの藩の借銀について

家嶋俸吉、銀 10貫 目を上納する

乙見鑢の御視察について

藩、家嶋停重か ら樋廻1鑢を没収

家嶋順右衛門の借金返済滞りに対する

内済について

樋廻鑢の御視察について

家嶋治右衛門の鉄穴普請願い出につい

て上山佐村の者との争論

家嶋停吉、銀 8貫 目を上納する

家嶋俸吉、新銀 10貫 目を上納する

家嶋博吉、銀 6貫目を上納する

家嶋停吉、銀 10貫 目を上納する

家嶋俸吉、銀 8貫 500目 を上納する

家嶋樽吉、銀 15貫 目を上納する

家嶋博吉、銀 15貫目を上納する

家嶋俸五、「元〆見習格」を仰せ付け

られ上下を賜わる

三澤安作、矢野杢右衛門支配「筆合末

席」を仰せ付けられる

家嶋侮吉、帷子を賜わる

三澤治郎左衛門、「御直新知」 150石

を仰せ付けられる

三澤六郎二郎、「御ネU順給人之席」を

賜わる

三澤安作が父の跡を相続 したことにつ

いて

家嶋俸五、 5人扶持を賜わる

家嶋俸吉、帯刀を許される

家嶋氏、「運送手合」を断る

三沢次郎左衛門の隠居について

家嶋順右衛門、「大庄屋格」を仰せ付

けられる

24

25

26

27

28



12)鑢

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

刀
４

43

44

営

1794(寛 政6)

1815(文化12)

1829(文政12)

1841(天保 12)

1842(天保13)

1844(天保 15)

1845(天保16)?

1845(天保16)?

1845(弘化 2)

1845(弘化 2)

1845(弘化 2)

1845(弘 化 2)

1845(弘化 2)

1845(弘化 2)

1845(弘化 2)

45 1846(弘化 3) 5月 2日

11

月

　

月

９

　

　

８

6  月

7  月

2   月

1 月

1 月

1 月

2 月

2 月

3  月

9 月

9 月

9 月

10 月

家嶋治右衛門、

を賜わる

永代売渡申鉄山並鉄穴之事

差上申一札之事

借財方人別江西比田村鉄山割合帳

演説書

乍恐奉歎演説書

乍恐奉願口上之覚

乍恐奉願日上之覚

乍恐御内々申上回上書

奥田原村ひ包谷かじや相続難相成、免

谷山枝炭杉谷後谷佐須谷つずの木炭同

所ケ所附願出し候二付、返答書 tEl

奥比田村書取写 し

東比田村前谷銀冶屋願二付返答書‡□

演説書

前谷か じや一件

前谷銀冶屋演説書ひかヘ

幸谷蝦冶屋人別再御取糸と被仰付候二付

返答始末書抽

御歎奉申止演説書

鉄山、鉄穴の売券

家嶋氏の手代 (?)の家督相続につい

て

西比田村の鉄山について

御立山を遣されるようにとの願い

家嶋俸吉か ら幸谷鑢を返 してほしいと

の願い

東比田村の前谷に鍛冶屋を一軒許 して

ほしいという前谷の者の願い

岩佐屋梅二郎から東比田村の懸ケ蝦冶

屋をや らせてはしいとの願い

岩佐屋梅二郎か ら東比田村鍛 冶屋の

座株を返 してほしいとの願い

杉谷、後谷、佐須谷、つずの木谷の鉄

山を幸谷鑢で使わせてほしいとの家嶋

俸吉からの願い

杉谷、後谷の元木と大炭枝をこれまで

のとおりとりたいとの奥田原村からの

願い

前谷の鍛冶屋を許さないでほしいとい

う家嶋俸吉からの願い

蝦冶屋人別の借金についての灰吹屋伴

右衛門からの愁訴に対する家嶋俸吉の

抗議

前谷に9rx治屋を一軒許 してほしいとい

う前谷からの願い出に対する家嶋繹吉

の抗議

42と 同様

労働者の相互の引き渡 しをめ ぐっての

トラブルにより灰吹屋伴右衛門が愁訴

し、それに対 して家嶋俸吉が幸谷鍛冶

屋人別を糸Lしたもの

東比田村三反田蝦冶屋を岩佐屋忠左衛



1865(元治 2) 4 月 乍恐奉願口上之覚

1867(慶応 3) 3  月 東比田村稼山御歎演説書

西 歴 (年号)

1846(弘化 3)

1846(]ム化 3)

1849(嘉永 2)

1849(嘉永 2)

1861(文久 1)

1867(慶応 3)

1867(慶応 3)

1869(呵月名合2)

1869(明治 2)

1872(明治 5)

1874(明治 7)

～ 1878(明治11)

1878(明治11)

年未詳

月

月

月

4月 2日 ～

5月 27日

12 月

表  題 (文書名)

飯石郡八神村之内鉄山腰林重兵衛江買

受居候山林見積始末左二申上候

演説書

速場草刈山争論返答書

次部次郎鉄山奏論萬日記

永代売渡申鉄山鉄穴之事

門に引き渡すようにとの仰せに対する

青砥屋清四郎の抗議

仰せ付けられた山見積もりについて、

家嶋俸吉の報告

山代銭を値上げしてほしいという家嶋

栄二郎からの願い

速場草刈山についての家嶋氏との争論

に対する西谷村百姓人別の返答

布部村の次部次郎鉄山に対する西谷村

百姓との争論についての家嶋氏の日記

鉄山鉄穴の売券

伯州奥日野郡黒坂村緒形四郎兵衛名代

重平→雲州能義郡布部村家嶋治右衛門

名代米子紺屋町船越縫造

鉄山立毛見積商いの許可を西谷村、奥

田原村、東西比田村、梶福留村に願い

出る

東比田村の稼山に対する上組と中、下

組との争論につき、東比田村役人の報

告

御主法を仰せ付けてほしいとの家嶋治

右衛門からの願い

53と 同様

家嶋治右衛門からの預願書の願い

55と 同様

西谷村朴木蝦冶屋相続について家嶋治

右衛門の返答

県に対する鑢関係の願文ゃ届出などの

控書

家嶋氏持分の砥波村鑢床に関 して木

下虎次郎が異論を申 し出たことにつ

とヽて

和田鍛冶屋稼方を許 してほしいとの家

嶋治右衛門の願い

東比田村大炭釜をうちたてたいという

家嶋治右衛門からの願い

53

54

55

56

57

58

59

12

12

11

11

2

月

月

月

月

月

奉歎願演説書

奉歎願演説書

演説書

演説書

西谷村今銀冶屋相続歎願御手当り返答

伺書

懸用諸日誌

別定約證書

演説書

東比田村大炭釜打立度願書写 し

寅
　
　
　
卯

3  月

3   月

2   月



西 歴 (年号)

年未詳   卯

表  題 (文書名)

布部村銅道奥田原村杉谷鉄穴之義奉歎

願演説書

乍恐奉歎願演説書之覚

乍恐奉願上演説之覚

御歎申上演説書

三郡後山瀬戸山論一件才□

御歎書取西比田村○差出し書取写

演説書写 し

返答書

御内々御歎奉申上演説書

乍恐演説之覚

2  月 三郡瀬戸後山一件

11 月 乍恐奉願口上之覚

御定めの鉄穴回のほかに別の鉄穴を仰せ

付けてほしいとの家嶋治右衛門からの

願い

鉄山の割 りあてについて家嶋治右衛門

からの願い

東比田村の山論について、三反田村か

ら裁許の願い

瀬戸三郡後山についての西谷村との山

論に対する灰吹屋伴右衛門の抗議

瀬戸三郡後山についての西比田村との

山論に対する灰吹屋伴右衛門の抗議

木呂畑蝦冶屋についての西比田村から

の願い

鍛冶屋を一軒許 してほしいとの青砥屋

清四郎からの願い

西比田村の鍛冶屋について、岩佐屋忠

左衛門からの返答

三反田鍛冶屋について家嶋俸吉からの

願い

灰吹屋伴右衛門との人別貸附について

の争論に対 して、先年の引き渡し、又

市原へ連れていった人物を返すことに

よって差 し引きの差図にしてほしいと

の家嶋繹吉の願い

三郡瀬戸後山についての争論に対 して

木呂畑鍛冶屋が続けられるようにして

ほしいとの家嶋繹吉からの願い

諸色高値につき、採算がとれるように

してほしいとの家嶋治右衛門、秦庄右

衛門からの願い

鉄山についての願い

讃岐屋久左衛門との争論についての家

嶋順右衛門の日記

家嶋順右衛門と讃岐屋久左衛門との争

論について山口屋嘉兵衛からの願い

順五平と俸兵衛との金銭的 トラブルに

ついて郡役所での懸合

68

69凱

70

71

74

75

76

77

成
　
亥

6 月

2 月

10 月

10 月

10 月

2   月

3   月

4 月

11 月

11 月

8月 25日

～10月 閉日

10 月

8月 4日

奉願ケ条書

亥 8月 25日 今日記 さぬきや一件

乍恐奉願口上之覚

順五平郡役所にて懸合一件之写



13)労

80

81

82

14)流

91

３

　
　
４

８

　
　
８

８

　
　
９

　
　
０

８

　
　
８

　
　
９

西 歴 (年号)

年未詳

者

1831(天保 2)

1850(嘉永 3)

年未詳   丑

通

1801(享和 1)

未 詳

7   月

未 詳

5  月

8 月

10月 9日

未 詳

3  月

丑
　
丑

月

　

月

表  題 (文書名)

演説書

乍恐御歎申上候演説書

放手形之事

鑢鍛冶ケ所中山内人別書出シ養米定之

控

乍恐申上候演説書

演説書

御歎申上ル演説書

御歎演説書

覚

備中和泉山鉄山ひ蝦冶屋大工兵兵衛一

件二付家嶋順右衛門相手取願出候始末

取詰存寄伺書

覚

覚

乍恐奉願口上之覚

享和元年酉 3月 大坂薩摩堀東之町後藤

屋彦四郎ひ私相手取及出訴候二付登坂

仕御公用書付之控

笹屋五郎兵衛佐久屋利兵衛鉄敷銀差縫

三郡瀬戸後山についての争論に対する

木呂畑百姓の願い

他の銀冶屋を差 し留めにしてほしいと

の家嶋繹吉の願い

吹差の源右衛門を解雇するという木呂

畑銀冶屋又助の手形

家島氏の蝦冶屋山内人別の養米の定め

書

備中の虎之助から出された西比田村蝦

冶屋大工兵兵衛の借銀についての愁訴

に対する家嶋俸吉からの抗議

82と 同様

備中の虎之助からの借銀返済滞りの愁訴に

対する西比田村蝦冶屋大工兵兵衛の願い

伯州谷中銀冶屋佐右衛門と取立手子米

兵衛、西比田村市原の彦左衛門の争論に

ついて家嶋俸吉手代雅吉からの願い

労働者について手代から家嶋清右衛門

らへの届け

銀冶屋大工兵兵衛の借銀について、備

中の虎 之助が家嶋順右衛門を相手ど

って訴え出たことに対する郡奉行所の

伺書

(部分)

(部分)

木下太郎鉄山支配人阿毘縁村源五郎か

ら、家嶋停吉の盗雇等について取 り締

まってほしいという西谷村庄屋への願

い

家嶋氏の荷の取り扱いに関する トラブ

ルについて西比田村沢屋卯兵衛からの

願い

笹屋五郎兵衛、佐久屋利兵衛鉄敷銀の

85

87

1833(ラ (夢R4) 6月 10日～

14



(5)そ

98

99

100

101

102

103

104

西 歴 (年号)

1839(天保10)

1841(天保12)

1845(弘化 2)

未 詳

他

1769(明和 6)

1798(寛政10)

1841(天保12)

1872(明治 5)

1874(旦月名合7)

未 詳

6月 21日

12 月

11 月

3月 28日

～ 4月 4日

9月 30日

未 詳

10月 斃日

7  月

10月 ヵ

4 月

9月 14日

1月 11日

5月 18日

5月 18日

10月 10日

11月 21日

表  題 (文書名)

縫懸合日記

松本屋茂重再願演説書目録並二再返答

書控

石州菊屋官十郎鉄代差引残銀二付返答

書

安来永井屋彦右衛門笹屋柳四郎懸り合

日記

石州菊屋官十郎今当 9月 差越シ候書状

目録並返書写

石州菊屋官十郎ひ鉄代銀時願二付初敷

御手詰被仰候二付取調再返答書

トラブルについて家嶋氏の日記

松本屋茂重の借金返済の トラブルに

ついて家嶋俸吉の願い

鉄代金滞りに関 して菊屋官十郎の願い

に対する家嶋順右衛門代理俸吉の返答

永井屋彦右衛門との金銭 トラブルに関

する家嶋停吉手代雅吉の日記

菊屋官十郎と家嶋順右衛門との金銭 ト

ラブルに関する書状

菊屋官十郎との金銭 トラブルについて

家嶋順右衛門の返答

丑
　
巳

月

　

月

乍軽家内取〆り和合諸事厳密書

御断申上一札之事

覚

嶋根県御役人中控

(布告)

和田鍛冶屋盗難一件

乍恐奉願口上之覚

(書状)

(書状)

(書状控)

(書状)

(書状控)

讃岐屋市左衛門家内和合について

どうど奥鉄山の火事について新田所利

兵衛からの断り

借金の控

島根県官員名簿

鉄穴税 等についての島根県か らの布

告

和田銀冶屋の盗難について

村で取っている小鉄は市原鑢で使って

ほしいとの西比田村上分下分の農民の

郡役人への願い

家嶋峯次郎に対する坂田さきの病気見

舞

芸州の矢嶋猶次郎他 2名が市原山から

家嶋家へ視察に向かうとの、市原山藤

右衛門から家嶋清右衛門への知 らせ

芸州の矢嶋猶次郎他 2名が市原山から

家嶋家へ視察に来ることを知 らせてき

た市原山藤右衛門に対する家嶋清右衛

門の返事

御陣羽織を納めることについての滝団

司から家嶋治右衛門への手紙

芸州の 3人がそちらへ行 く旨を知らせ

る家嶋の手代から前田屋清五郎への手
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芸州の9人がそうちへ行きたい旨を知
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日本への鉄器の伝来

中国地方の砂鉄

「たたら」(折)について ―その遺跡の概要一

人類が鉄を知ったのは古 く、紀元前 3千年代には西南アジアで鉄の製錬技術があったこ

とがわかっている。 日本では、紀元前 2、 3世紀ごろ弥生時代になって大陸か ら青銅器 と

ともに鉄器が伝え られた。はじめは輸入 した鉄器を使用 したが、 日本人の手によって鉄器

が加工製作 されるようになってか らも、その地金は大陸に依存 していたと考え られ、日本

人が鉄の製錬技術を知ったのは 4世紀以降古墳時代になってか らといわれる。原料は鉄鉱

石や砂鉄が用いられたようで、これを熔解する施設 (炉)も いろいろな形のものがあった。

中国地方では、原料に古 くか ら砂鉄が用いられたようである。『出雲国風土記』の飯石郡の

条で、波多小川 と飯石小川に「鉄あり」とある。 これは川底に自然に沈殿堆積 した川砂鉄

を指す ものと思われる。中国山地には花南岩類の風化 した真砂地帯が広 く分布 してお り、

これが良質の砂鉄の母岩 となっている。近世以降、鉄の需要が増大 し製鉄が大々的におこ

なわれるよ うになると、この真砂を切 り崩 し中に含まれる砂鉄を水流によって選別 して採

障法岡蓮

図 1 仁多郡横田町かなやざこ炉跡平面図
(蓮岡法岡章「かなやざこ炉跡」 (月 刊文化財 (昭 54年 )よ り)



たた らの意 味

野  炉

永代炉

高殿 (高殿炉 )

山  内

地下設備

集する「鉄穴流 し」 という方法がおこなわれ

た。

この砂鉄を熔解 して鉄をつ くる施設を「た

たら」といい、「鋲」の字をあてる。 (た た

らということばは、古 く子は製鉄の施設で用い

られる送風装置の輔を意味す ることばで もあ

ったが、 ここでは製鉄所の施設全体を指す こ

とばとして用いる)。

"は
、古 くはその施設はきわめて簡単なも

のであったと思われ る。地上で直接作業をお

こなう領製鉄で最 も意を払うのが湿気である

が、その防湿のための地下設備 もな しで粘土
図 2 飯石郡吉田村菅谷炉高殿平面図

(島 根県教育委員会「菅谷炉」より)

製の土炉を築いたものを「卑携色 とぃぅ。仁多郡横田町のかなやざこ鋲跡 (図 1)では、

炉跡の下は深さ約 30伽の溝状の掘り込になっており、中には木炭や焼上がつまっていただけ

で、野銀の類と思われる。時期は中世の終りごろかと考え られる。古代の製鉄施設もこれに近

いものであったと思われるが、実態はあまり明 らかではない。送風装置には轄が用いられ

たと思われるが、山の斜面などの立地を考慮 した自然通風の炉の存在 も考え られる。中世

にはどのような製鉄法があったか よくわか らないが、鉄の需要の増大に対応 して製鉄技術

の改善が進んだことが考え られ、用途に応 じた材質の鉄 もつ くられるようになったようで

ある。 しか しまだ施設は小規模なものであったと思れる。

近世になると、製鉄技術の一段の進歩によって、作業が専門化 し、半永久的な施設で長

年月の間固定 した炉で製鉄する「永代折」が成立 した。このようになると鋲の設備や、そ

の操業に関係する組織 も大期模にな り整備されて くる。まず鋭の中心施設である炉をおお

う大きな建物、「高殿」がつ くられる。国の重要有形民俗文化財に指定されている飯石郡吉

田村の菅谷

"の
高殿 (図 2)は 、嘉永年間 (1848～ 54)の建立と推定 されるが、平面は

18.3婉 の正方形、棟までの高さ 262η の四注造 りで、建物の組立は 4本の掘立柱 (押立柱)

が軸になっている。それ故 このような領を「高殿飯Jと もいう。

高殿の中には炉のほかに原料の砂鉄置場である小鉄町、木炭置場である炭町、炉をつ く

る粘土置場である土町などがあ り、発掘調査で出土品か らその位置が知 られることがある。

またその操業に関係する施設が高殿を中心に分布 していた。この区画を「山内」という。

即ち、山内全体を統括する事務所である元小屋、鋼を くだいて小さくする大銅場、山内の

職人に支給する米を収納する米倉、山内者の住む長屋やそのほか炉か ら流れ出た銑や鉄滓

を投入 して冷却させる鉄池、領の守護神である金尾子神を杷る山内伺などがある。高殿鋲

の遺跡では、炉跡だけでな くこのような山内の施設の跡について も注意する必要がある。

高殿領では、高殿の中央にある土炉の下部には、完全な防湿のための大規模な地下設備

が存在する。その設備は、時期、地域、鋲の規模によって一定でないが、おおむね次のと

お りである。まず幅 4～ 5η 、長さ 7～ 9η、深さ 3.5η 前後の大きな穴を掘る。そして栗

肝
陣

日

ｒ

ｈ

ぽ

ＩＬ

Ｈ

膵

Ｌ

18



小 舟

本床釣 り 釜

踏 輔

吹差輔 天秤輔

ホ ド穴

鋼押法と銑押法

村  下

石、砂利、粘土、真砂などを層状においた複雑な基礎づ くりを し、その上に土炉の下にあ

たる部分に「本床」という土炉の底の施設をつ くる。 この部分は完全に乾燥させるため、

まず粘土、石で両端を閉 した トンネル様の もの (大舟という)をつ くり、その両側に同様

な構造の もの (小 舟という)をつ くって、煙突を立ていずれ も中で薪をもや して乾燥 させ

る。その後大舟はこわ し、さらに中に薪をつめ燃 して灰の床をつ くるのである。基礎か ら

上のこのような施設を「本床釣 り」という。そ してこの上に熔鉱炉である土炉 (釜 という)

が築かれるのである。この土炉は操業の度毎にこわ して、築きかえる。 したがって遺跡で

は炉の部分は残っていない。炉の大きさはおおむね長さ 2.9れ前後、巾 1,3れ前 後である

が、地域などによって異なる。飯操業で大事な条件となる送風装置については、中央に支

点がある板の両側を交互におゝむ「踏軸」や今 日で もerx冶 場などで使用されている箱形の も

のと同 じ構造の手で操作す る「吹差輪」があったが、 17世紀になって「天秤輔」が発明さ

れ、生産が飛躍的に増大 したという。これは、中央に支点をもつ腕木が上方にあり、その両

端か ら下った棒が左右 2枚 の踏板についてお り、一方を踏めば他方が天秤のように上がる

仕掛けになっていることか ら名がついた ものである。領の土炉 と炉床の構造について、仁

多郡横田町の靖国領 (図 3)と 簸川郡佐田町の朝 日鋭 (図 4)を あげてお く。

この輸か ら送 られる風は配風装置を通って 19個 ～ 20個 の木呂竹に配られる。本呂竹は

先に鉄木呂という鉄製の Eiを とりつけ、土炉の側面下方にあけ られている「ホ ド穴」へさ

図 3 仁多郡横田町旧靖国炉炉及び炉床横断図
(小塚寿吉「日本古来の製鉄法 た`たら、について」より)

図 4 簸川郡佐田町朝日炉炉床横断図
(佐 田町教育委員会提供 )

しこまれる。

飯製鉄の技術は大別すると、

「鋼押法」と「銑押法」の 2

通がある。舞押 しというのは

熔けにくい真砂砂鉄を原料に

して玉鋼などの鋼をつ くる方

法であり、銑押 しというのは

赤目砂鉄をは じめ海砂鉄、川

砂鉄を用いて銑鉄を製造する

技術である。鋲業に従事する

のは、全操業の責任をもつ附

下 Jと 称す る職長 1名 、この

村下を補佐する「裏村下」ま

たは「炭坂」と称する者 1名 、

この 2名で炉の半分ずつの操

業を受け持ち、各々に木炭装

入役の「炭焚」が 1名 ずつ付

く。

操業は鉛押法では 3昼夜、

銑押法では 4昼夜を 1区切 り



一  代

鉄滓 (ノ ロ、俗 に

糞 )

大鍛冶

庖丁鉄

羽  口

大 鍛冶滓

真砂砂鉄 と赤目砂鉄

山砂鉄、川砂鉄、浜

砂鉄

鉄 穴

鉄穴流 し

領製鉄の廃絶

地名の調査

20

とす るが、これを「一代」という。この間、鍋押 しと銑押 しまた一代の うちの時期によっ

てもちがうが 1時間～ 15分 おきぐらいに砂鉄 と木炭を投入す る。

銑押 しでは操業中たびたび銑を流 し取るが、鋼押 しでは炉底いっぱいに成長 した録 (中

に玉鋼をつつんだ大きな鉄の塊)を最後に炉をこわ して取 り出す。また操業の途中、炉の

前後にある出滓回か ら鉄洋 (ノ ロまた俗に金糞ともいう)を 流 し出す。鉄滓は操業の度毎

にこわす土炉の破片とともに近 くの捨て場に捨て られ る。飯の遺跡ではこの鉄滓や炉壁片

が周辺に堆積 しているので、これを目やすにさがすことが多い。

たた らには、中国地方で「大鍛冶」とよばれる施設が付属する。 ここでは玉鋼などの上

質の鋼は別に して、それ以下の鍋や銑を原料に して、木炭を燃料に炉で灼熱 し蝦造するこ

とにより、鉄滓などの不純物を取 り除き、また炭素を取 り去 り質を均―に して庖丁鉄 (一

般には蝦冶屋 =小蝦冶で 日用刃物その他の素材に した)を造 る。 この大蝦冶の遺跡では、

炉跡のほか銀造に用いられる諸道具、金床、金槌、金箸などの出土が予想されるし、転か

ら炉に送風する風道の先端に取 り付けられた粘土製の「羽口」が出土す ることが多い。 こ

れは土管状のもので、折損 したり先端部は熱を受けて熔解 しているのが普通である。

また蝦冶の時にも鉄滓が生ずる。この「大蝦冶滓」はたた ら製鉄の際に生ずる製錬滓 と

似ているが、化学分析すれば区別でき、遺跡の性格がわかる。

飯製鉄の原料である砂鉄は、その成分か ら分けると花高岩系の母岩か ら採取 され磁鉄鉱

を主体 とする「真砂砂鉄」と安山岩系の母岩か ら採れる赤鉄鉱、褐鉄鉱を主 とする「赤目

砂鉄」とに 2大別される。また採取の場所によって分けると、「山砂鉄」、「川砂鉄」、

「浜砂鉄」になる。

山砂鉄を採取する場所を「鉄穴」という。これは穴でな く、いうなれば山の崖である。

砂鉄の含有量の多い山地の崖を切 り崩 し、 これを特別に引いた水路 (走 り)に 流 し、下流

の選鉱場 (下場)で砂鉄 と土砂を比重選鉱 して最後には 85%以上 の品位の砂鉄を採取す

る。このような山砂鉄の採取方法を「鉄穴流 し」 という。

良質の砂鉄の産地帯では、江戸時代のこの鉄穴流 しによって山全体が消失 した場所や山

の半分がな くなったところがみ られる。山が広範囲にわたって不 自然にえ ぐりとられたよ

うになって急斜面をな しているところはかっての鉄穴の場所であることが多 く、下方に走

りの跡が発見されることがある。

この折製鉄 も、明治になって ヨーロッパか ら安い洋鉄が輸入されまた国内でも反射炉で

鉄が大量に生産 されるようになると衰微 し、大正 10年 までにほとんど操業を中止 した。

その後大平洋戦争中一時復興 したところもあるが昭和 20年代 までにはすべて廃絶 して し

まった。

鋲跡や大蝦冶跡については、明治以降まで操業を続けていたような個所でもその所在がはっきりし

ないものも多いが、私たちは先にも述べた鉄岸の散布や時によると崖などに露出 した炉の断

面か らその場所を発見することができる。そのほか重要な手がか りとして地名がある。即

ち、たたらIず ら、たたらざこ、かなやざこ、その他の折に関係のある地名は調査の際まずあ

たるべきことが らである。
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